
「切らずに治す医療（IVR）」を、“自分の手”で体験してみよう！

■ IVRってなに？

X線や超音波などの画像で体の中を透かして見ながら、カテーテル（細い管）や針など
の細い器具を使って病気を治す最先端の治療法です。体に大きな傷を残さないため、
患者さんへの負担が少ないのが特徴です。

〈体験できる内容〉

・カテーテル操作（模型等を用いた体験）
・超音波画像を見ながら行う操作の体験
・血管内で行う治療を想定した模擬体験（血管を広げる手技など） など

※いずれも実際の治療行為ではなく、教育用の体験プログラムです。
※当日は実際の医療機器や針を使用します。危険防止のため、スタッフの指示に従い、取り扱いには十分ご注意ください。

【日時】 2026年5月23日（土） 13:30〜17:30（グループ制）
  13：30～14：30 IVR教室（グループA）
  14：30～15：30 市民公開講座（全員参加）
  15：30～16：30 IVR教室（グループB）
  16：30～17：30 IVR教室（グループC）

 ※A,B,Cのグループ分けは抽選で決定いたしますのでご了承ください。
 ※体験グループにかかわらず、参加者全員（保護者を含む）は市民公開講座にご参加いただきます。

【会場】 熊本県民交流館パレア 9F会議室1

【対象】 中学生（保護者同伴必須） 【参加費】 無料（事前申込制/先着順）

【案内ページ】 https://www.jsir.or.jp/kaiin/oshirase2/

IVR体験教室 参加者募集！

必要とな
ります
（複数名
も可）。
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QRコード

主催：一般社団法人 日本インターベンショナルラジオロジー学会（日本IVR学会）

問合せ先 日本IVR学会 事務局 E-mail：office@jsir.or.jp
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